
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地上の茎等は枯れ，さく果は 

割れたままついていたり落ち 

ていたりと様々でした。地下 

を掘ってみるとサラサラの砂 

地に深く根を張り，大きな球 

根を付けていました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行  
村花スカシユリ増殖事業実行委員会事務局 
（東海村教育委員会生涯学習課） 

  

 

11 月 2 日～4 日に開催された「東海村文化祭２
０１８」展示部門で村花スカシユリ増殖事業のブー
スを出展させていただきました。 
このブースでは，スカシユリ増殖事業の紹介やサ

ポーターの募集を行ったほか，スカシユリが満開に
なることを願って，スカシユリのぬりえの花畑作り
を実施しました。 
 

２月２２日（金）晴れ。毎年

夏にスカシユリ観察会を実施

している JAEA に，冬のスカ

シユリの様子を見に行ってき

ました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

これまでの調査の結果，スカシユリを大きく

育てるには，根を深く張ることが重要であると

考えられる為，深めのプランターで栽培するこ

とをおすすめしてきました。 

しかし，根をはるスペースが少ない小さなポ

ットで栽培しても小さめの花は咲くことが実証

されています。 

そこで，身近に用意できるものでスカシユリ

栽培はできないか？と２リットル入りペットボ

トルをプランター代わ 

りに育ててみることに 

しました。 

 サポーターの皆さん 

も「こんな工夫してみ 

たよ！」等あれば，お 

話聞かせてくださいね！ 
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枯れて茎だけになった 
スカシユリ 
 

 

隣の百円玉と
球根を比較す
ると，大きく育っ
ていることがわ
かります。 

割れたさく果がついたままの 
スカシユリ 

スカシユリ増殖サポーターの 

次回の活動は，4/13（土）の 

「春の種植え会」です。 

御協力よろしくお願いします！ 


